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第３５回全日本少年サッカー大会　決勝大会　ベガルタ仙台ジュニア報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　
【報告者】壱岐　友輔（ベガルタ仙台ジュニア監督）
1． 期日

２０１１年８月２日（火）～８月６日(土)
開会式：２０１１年８月１日（月）、閉会式：２０１１年８月６日（土）
2． 会場

開会式：御殿場高原時之栖（ときのすみか）　人工芝グラウンド（静岡県裾野市）
1次ラウンド～準々決勝：御殿場高原時之栖（ときのすみか）　裾野グラウンド（静岡県裾野市）
準決勝・決勝：愛鷹広域公園多目的競技場（静岡県沼津市）
3． 参加チーム及び登録人数
1 都道府県大会を勝ち進んだ都道府県代表各１チーム計47代表及び前年度優勝チーム枠（第34回

優勝は神奈川県）１チームの合計48チーム。
②　「参加チーム」の構成は、選手16名以内、引率指導者6名以内とし、同一「加盟チーム」内の都道府県大会で敗退したチームの選手を追加することができる。

4.　大会形式

①　48チームを12グループに分け、1次ラウンド（1グループ4チームのリーグ戦）を行う。

②　1次ラウンド各グループ上位2チーム、計24チームを8グループに分け、2次ラウンド（1グループ3チームのリーグ戦）を行う。

3 2次ラウンド各グループ1位チームは決勝トーナメントへ進出する。

4 1次ラウンド各グループ下位2チーム、計24チームを8グループに分け、ドリームリーグ（1グループ3チームのリーグ戦）を行う。

5 ドリームリーグ各グループ1位チームはドリームトーナメントへ進出する。

6 ドリームトーナメントは2回戦までの実施とする。
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１次ラウンド、２次ラウンド、ドリームリーグにおける順位の決定方法は、勝利3点、引分１点、敗戦０点の勝点により、勝点の多い順に決定する。なお、勝点の合計が同一の場合は、以下の項目に従い順位を決定する。

A) 全試合の得失点差（総得点－総失点）
B) 全試合の総得点
C) 当該チーム同士の対戦成績（勝敗）
D) A)～D)の全項目において同一の場合は、抽選により決定する。
4． 試合結果

１次ラウンド　５組
	５組
	ﾍﾞｶﾞﾙﾀ仙台
	額SSS
	古河SS
	アリーバFC
	勝点
	勝
	分
	負
	得点
	失点
	得失
	順位

	ﾍﾞｶﾞﾙﾀ仙台
	
	○3-0
	●0-4
	○2-1
	6
	2
	0
	1
	5
	5
	0
	2

	額SSS
	●0-3
	
	●0-3
	○2-1
	3
	1
	0
	2
	2
	7
	-5
	3

	古河SS
	○4-0
	○3-0
	
	○3-0
	9
	3
	0
	0
	10
	0
	+10
	1

	アリーバFC
	●1-2
	●1-2
	●0-3
	
	0
	0
	0
	3
	2
	7
	-5
	4


８月２日（火）
１次ラウンド第１戦　１０：３０キックオフ　＠３ピッチ　vs額SSS（石川県）　３－０　○

得点経過　５分郷家友太、２５分郷家友太、３７分郷家友太
１次ラウンド第２戦　１５：３０キックオフ　＠３ピッチ　vs古河SS（茨城県）　０－４　●
得点経過　２分失点、１６分失点、２３分失点、３８分失点

８月３日（水）
１次ラウンド第３戦　１０：３０キックオフ　＠７ピッチ　vsアリーバFC（宮崎県）　２－１　○

得点経過　１０分土川竜之介、３０分失点、３５分荒井秀賀

※１次ラウンド２勝１敗　５組２位で２次ラウンド進出

２次ラウンド　グループD
	グループD
	BROOCKSJFC
	FCアミーゴ
	ﾍﾞｶﾞﾙﾀ仙台
	勝点
	勝
	分
	負
	得点
	失点
	得失
	順位

	BROOCKSJFC
	
	△2-2
	●2-3
	1
	0
	1
	1
	4
	5
	-1
	2

	FCアミーゴ
	△2-2
	
	●1-3
	1
	0
	1
	1
	3
	5
	-2
	3

	ﾍﾞｶﾞﾙﾀ仙台
	○3-2
	○3-1
	
	6
	3
	0
	0
	6
	3
	+3
	1


２次ラウンド第１戦　１６：３０キックオフ　＠５ピッチ　vs BROOCKSJFC（福岡県）　３－２　○
得点経過　５分荒井秀賀、１５分失点、２８分郷家友太、３０分失点、３２分郷家友太

８月４日（木）
２次ラウンド第２戦　９：３０キックオフ　＠３ピッチ　vs FCアミーゴ（鳥取県）　３－１　○

得点経過　１４分失点、１９分土川竜之介、２５分工藤蒼生、３２分郷家友太

※２次ラウンド２勝　グループD１位でベガルタ仙台ジュニア史上初準々決勝（ベスト８）進出

８月５日（金）
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準々決勝　９：３０キックオフ　＠４ピッチ　vsディアブロッサ高田（奈良県）　１－４　●

得点経過　１分失点、８分土川竜之介、２１分失点、
２６分失点、２７分失点
　　　　　　　　　　　　　　　　
5． 全国大会に向けての準備　　～OFF　THE　PITCH～
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全国大会までの準備期間は、宮城県大会が終了してから、約1ヶ月あった。この期間、２回の遠征（「NIKEアントラーズカップU-12」「チャレンジ新潟」）を実施しピッチ内外の取り組みを確認出来たこと、そして、団結力を高めるには非常に良い遠征となった。（因みに、今年のベガルタ仙台ジュニアのスローガンは「団結　～みんなはひとりの為に、ひとりはみんなの為に～」）。また、例年以上に練習試合を連戦で組み込んだことや、２部練習を実施し合間の時間の過ごし方など確認し、全国大会の日程に合わせた強化をすることが出来た。練習試合の相手も、東北地方の全国大会出場チーム、そして、ベガルタ仙台ジュニアユースU13、エナブルFCU13など種別を超えた試合をさせて頂き、攻守両面での強化をすることが出来た。それから、ハード面の準備としては、ソニー仙台様、大和町役場のご協力のもと、芝生のグランド（全国大会は芝生の為）をお借りすることが出来た。

このように、全国大会に向けての準備は、過去の成功・失敗体験を生かしながら、非常に充実した取り組みを実施することが出来た。その成果もあり、強豪相手でも果敢に立ち向かい、また、グランドコンディションで苦労することや、相手より走り負けることは全くなかった。ベガルタ仙台ジュニアの強化に協力して頂いた関係者の皆様にはこの場を借りて感謝申し上げます。

6． ピッチ内での成果と課題　～ON　THE　PITCH～
1 技術・戦術

　　　　今年の大会から１１人制が８人制へと移行したことで、どのようなサッカーが展開されるか非
常に楽しみであった。ベガルタ仙台ジュニアは８人制の為に技術・戦術を変化させることはなく、
日々の練習で取り組んでいる「ボールを扱う・奪うテクニック」「観ておくこと、観てプレーする
こと」「コミュニケーション」をベースに攻撃的な姿勢を崩さず戦った。その為、多くのゴールチ
ャンスを創ることができ、全国大会出場して以来の過去最高の１２得点を奪うことが出来た。ゴ
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までの過程もクロスからシュート、セットプレーからのゴール、ロングシュート、ドリブルシュートと様々な形から得点が奪えた。但し、守備に関しては、６試合で１２失点と得点と同数のゴールを許してしまった。これが最後の勝敗に大きく響いてしまった。単純な１対１の対応（オンザボールとオフザボール）、攻撃時のリスクマネジメント（攻撃に偏りすぎた）が原因での失点が多かった。
今後の取り組みとしては、継続したテクニックの練習に加えて、守備面での強化も図りたい。
2 フィジカル

　　　　開会式で全チームが揃い、身長を比べる機会があったが、今年のチームは６年生だけをみると

全体的に劣っている印象なかった。因みに参加選手で一番大きい選手の身長は１７３CMだった。
試合では、運動量で相手よりも走り負けることはなかったし、球際の奪い合いで負けることも
少なかった。タフで逞しい体がつくられてきている印象を受けた。日頃からの練習、食育活動（年に数回栄養講習会を実施し保護者のご理解、ご協力を頂いている）が成果としてあらわれた。今後も継続して取り組みたい。

3 メンタル

　　　　　「ベスト４＆優勝」を目標に全国大会を戦い、１試合目から高いモチベーションで試合に望むことが出来た。全国大会特有の雰囲気にのまれることや、対戦相手に物怖じすることはなく、自分たちの持てる力を十分発揮できた。これは、連続して全国大会に出場している選手の経験、全国大会までの充実した取り組みによる自信、ＦＯＲ ＴＨＥ ＴＥＡＭの精神が自分達の持てる力以上を引き出してくれたことがあげられる。更には、昨年ベスト１６で敗退した為、２次ラウンドまでは絶対に負けられないというプライドがもたらしたことも要因であろう。選手感想文にも記載してあるが、１次ラウンドを突破して浮かれている選手は見受けられず、逆に気が引き締まった印象さえあった。このあたりは、精神的に逞しくなったと実感した。
最終戦で敗退が決定した時、大粒の涙を流した選手の様子を見ると、今大会にかける意気込みが伺えた。

6．まとめ

　宮城県の代表として、今年で５年連続５回目の全国大会に出場し、過去４年の経験からたくさんの事を学び、その成果を確認する大会に出来た。今大会は、「ベスト４＆優勝」を目標に掲げ全国大会に望んだ。今年は、例年と大きく違った点が３つあった（①会場がJヴィレッジから静岡県時之栖に変わったこと　②１１人制から８人制への移行　③レギュレーションが変わり２次リーグとドリームトーナメントが実施されたこと）。どのような大会になるか期待と不安に心を躍らせながら本大会に参加した。結果は、１次ラウンドを２勝１敗の２位で通過し、２次ラウンドは２勝し１位突破を決め、ベガルタ仙台史上初のベスト８進出を果たした。しかし、準々決勝（ベスト８）で、４失点を喫し敗戦してしまった。試合終了後の選手たちの様子は、敗戦を受け入れられず、放心状態のままベンチに戻ってきた。そして、応援席へあいさつに行った時、ようやく負けたことを実感し大粒の涙をこぼしていた。しかし、最後まで全力で戦い抜いたこと、大会を通して勝負強さを増したことは選手たちに大きな自信をもたらし、大会前に比べて心技体全ての面で、一回り逞しくなったように感じた。この悔しさが選手たちの今後の取り組みに生かされ、成長するきっかけになることを期待したい。
今思えば５年前全国大会に初めて出場した時、一番の衝撃を受けたことは、Jヴィレッジ会場の最終日に行われたベスト８の試合を目の当たりした時だった。そこで繰り広げられていた試合は技術・戦術・フィジカル・メンタルどれをとっても、桁違いのレベルの高さだった。正直ここまでたどり着くためには、全てにおいての基準を１ランク、２ランク上げていかなければならないと痛感したことを思い出した。今回は、残念ながら「ベスト４＆優勝」の目標達成は成し遂げることはできなかったが、ベスト８の試合を観戦するのではなく、経験することが出来たことは、ジュニア設立以来の蓄積された取り組みの成果が結果となってあらわれたのではないだろうか。
　昨年も同じようなことを記載したが、ベスト８に残った全国の強豪チームが登録１６名中、大半の選手が６年生という構成に比べ、ベガルタ仙台ジュニアのチーム構成は５年生以上でようやく登録１６名が揃うチーム構成である。この取り組みは、選手育成の観点から考えると一つの方法ではないかと思われる。それは、全国大会に連続して出場した「チーム」はあるものの、３大会連続で全国大会に出場した「選手」はどのチームにも存在しなかった。この経験は、今後サッカーを継続していく上で、大きな力となるはずだし、５年後、１０年後にユアテックスタジアムで活躍し、日本代表の選手として活躍する時に、「育成での結果」を残してくれると信じたい。

今年から、全日本少年サッカー大会は８人制で実施された。日本サッカー協会のねらいとして「ゴール前の攻防の増加」「１人がボールに関与する時間の増加に伴う技術、判断力の向上」を掲げていた。スペースが大きくなる８人制で、フィジカル重視のサッカーを助長する可能性もあったが、各チーム育成を主眼に置いた試合が多く展開されており、その中でゴール前の攻防も増加し良い取り組みだったのではないだろうか。今後も１１人制でも、８人制でも常に何年後かの「育成での結果」を残せるようなサッカーが全国各地で展開されることを楽しみにしたい。
ただ、１つ残念だったことは、レフェリーの問題だった。１次ラウンドは１人制で実施し、２次ラウンド以降は３人制で実施した。１人制によるフェアプレー精神を育むことを考慮し、大会が実施されていたにも関わらず、シビアな試合になるにつれ審判を増やすといったことでは、１人制も普及されていかないのではないだろうか。１人制の審判の意義をもう一度再考し、大会のレギュレーションを決定して頂きたかった。
最後に、全国大会出場にあたり、宮城県サッカー協会をはじめ、宮城県サッカースポーツ少年団協議会、仙台市スポーツ少年団協議会、泉ブロック、ミヤギテレビ、グランドを提供して頂いたソニー仙台、ベガルタ仙台ジュニアの強化のためご尽力頂いた全ての関係者の方々に、この場をお借りして御礼申し上げます。

選手感想文

背番号１　阿部　海士　５年生
ぼくのサッカーチームベガルタ仙台ジュニアは、宮城県代表として、全日本少年サッカー大会に出ました。ぼくたちの目標はベスト４&優勝です。今大会、全体的に良かったことは、試合が終わった後、次の試合に切り替えていたこと、試合中、ぼくたちのチーム全員が声をかけあってたことです。悪かったことは、ピッチ外でちょっと気配りができてなかったことです。これをなおすには、みんなが気配りをこころがければなおると思います。ベスト４進出をかけ、決勝トーナメントで奈良県代表のディアブロッサ高田ＦＣと対戦しました。スコアは前半１対１、後半０対３で合計１対４で負けてベスト４へ進出できなくて、ベスト８で終わりました。来年は今年以上に結果を残したいです。

背番号２　村山　拓真　５年生

ベガルタ仙台ジュニアは目標のベスト４進出をのがしてしまいました。全国のチームとの技術や体の差は大きく、食事の面でもまだまだ足りないと思い知らされました。ぼくは、あまり試合に出ることができず、ベンチでした。ディアブロッサの時は、後半から出ることができたけど、点を決められて負けてしまいました。そして、ぼくたちは涙をながしました。オフザピッチでは、用具の管理ができていなかったので次からは、きちんとあつかうようにしたいです。移動中もおくれないようにしたいです。今回の経験を生かして、来年は全試合出場して優勝したいです。
背番号３　工藤　蒼生　５年生

ピッチ内でよかった事

ぼくの、よかった所は、インターセプトからのゴールです。

ピッチ内でわるかった事

僕の悪かった所は、１対１を負けてしまった所です。次に悪かった所は、ボールを奪った次になにも考えていなくて、うばわれてまた守りになってしまった事です。

ピッチ外での事

食事に関しては、自分でも、すごく食べたと思いました。チーム内の用具の事では、ボールを無くしてしまい自分も反省しました。次からは用具をきちんとわすれずに管理してもう無くすことがないようにしたいです。

感想

ベガルタジュニアの目標はベスト４&優勝でしたがおしくもベスト４&優勝をおしくものがしてしまいました。次のぼくたちの全国大会では、優勝をして、ベガルタ仙台ジュニア始めての記録を、出したいです。
背番号４　檀崎　竜孔　５年生

ぼくたちの目標は、ベスト４&優勝でしたがおしくもやぶれてしまいました。ぼくたちが練習してきた成果がこういう結果なので次に向けてがんばりたいです。食事のめんでは、全部食べれたけど、おそいし、もっと体の強くなりからもっと食べる。食べる初日は食べれるんだけど２日３日、どんどん続くと、落ちていくからおちないように食べる。サッカのめんでは、どんどんパフォーマンスがおちてしまったのでおちるんじゃなくてもっともっとパフォーマンスをあげたいです。来年は、技術をさらにあげて、体も強くして、６年生のぶんまで予選も全部大差で勝ちたいです。

背番号５　関谷　楓威　６年生　副主将

ぼくにとって、２回目の全国大会でした。目標は、去年の成績を超えベスト４優勝でした。この大会でよかった事は、積極的に上がれてことです。積極的に上がれたのでクロスを上げたりシュートを打つことができたからです。もう１つは１次リーグを突破した時、みんなすぐ切り替えたことです。悪かったことは、用具管理の事です。全国大会が始まる前にチームのボールをなくしてしまった事です。そのことはしっかり反省して次からは用具をなくさないようにします。準々決勝で負けて、涙をながした悔しさを忘れずこれからのプレーに行かしていきたいです。

背番号６　田中　哲平　６年生　副主将

ぼくが全日本少年サッカーで感じたことは、足の速い選手をたくさんとめたり、ぬいたりできたことです。去年学んだことをいかして、自分より足の速い選手からボールをうばうことができてよかったと思いました。けど、そのあとのプレーで５回中２回しか味方につなぐことができなかったので、今後の課題をしてなおしていきたいと思います。FWの時には、無得点で終わってしまったので、今度は絶対に得点を決めるか、ゴールにからむプレーをします。オフザピッチでは、ごはんを毎日食べたり、寝たりすることができたのでよかったと思いました。これからも続けていきたいと思います。ぼくが、今大会学んで感じた課題をなおしてもっともっといいプレーをできるようにしたいと思います。
背番号７　土川　竜之介　６年生

ぼくは、この全日本少年サッカー大会ではいろいろなことを学びました。例えば、まずは、全国と宮城のレベルのちがいの大きさです。特に柏レイソルなどのチームには「心・技・体」で負けていました。心のところでは、１日目の２試合目の古河SSと戦うときアップの時から声が出ていませんでした。試合に負けてから学びました。１試合目に買って油断して『勝てる』などど思ってしまうと終わりということです。試合が終わって、体を元のじょうたいに戻すための食事・すいみんは全然だめでした。食事は、夜は食べれたけど朝が食べれませんでした。夜は消灯の時間を過ぎれも起きて他の人にまでめいわくをかけてしまいました。次の日は起きるのがつらかったです。全日本少年サッカー大会で新たにできた課題をなおしていきたいです。
背番号８　千葉　至温　６年生

ぼくが全日本少年サッカー大会で感じたことは、去年はあまり出れなかったけど今年はけっこう出れたし去年より良いプレーができたと思います。１次リーグでは２位以内しっかり入れたしアシストもできたのでよかったです。２次リーグでは、２試合やって全部勝てたしアシストもできたのでよかったです。ベスト８の試合では左サイドバックでオーバーラップが全くできなかったので、できるタイミングでしっかりしたいです。生活めんでは、ご飯が１週間もあったけど残さずしっかり食べれたのでよかったです。部屋では、消灯時間を過ぎたのに喋っていたり、どたどたして中意れてりしたのでそのようなことをなくしたいです。今回の経験をいかしてこれからのことにいかしたいです。
背番号９　太田　隼輔　６年生

ぼくは今年は去年の記録行進とのぞんで大会にでました。なぜかと言うと、去年出場してベスト１６だったので今年こそベスト４&優勝、だけどベスト８でした。ぼくは２年目で「シュートを必ず決める」が今年の全日本少年サッカー大会の、目標でした。シュートはあまり打てなかったけど、数少ないシュートチャンスで自分のねらいを、もったシュートができたので、でも、目標は達成できなかったので悔しい全日本少年サッカー大会になりました。宿舎のほうはご飯類は全部食べて、最高３杯で５分で完食しました。部屋の中は、きれいで家の小部見たいでした。プレーで悪かったのはトラップです。うき玉のトラップが、おもうように、とめられなかったので次は直して、もっと良くしたいです。良いところは良くして、悪いところは直してがんばりたいです。
背番号１０　郷家　友太　６年生　主将

ベガルタ仙台&宮城県代表として全国大会に出場しました。ベガルタ仙台の目標は「ベスト４と優勝」でした。この大会でよかった事は１つあります。１つめは試合で勝っても次の試合にすばやくきりかえたことです。額戦はまだ予選だったし、気をひきしめて食事のところサッカー両方できていました。悪かったところは、用具の管理のことです。これをなおすには１人１人がしっかり拾いに行けばなくすことは絶対にありません。ディアブロッサ高田戦は５年生と６年生が今までやってきたことが出ていました。さいごのあいさつはみんなくやしそうにしていました。

背番号１１　荒井　秀賀　６年生　副主将

ぼくは、全日が始まる前、ワクワクドキドキしていました。なぜかと言うと去年も全日を体験していたからです。ぼくは、前「S・F・Cジェラーレ」にいたからです。ジェラーレでは、１回も全日にでたことがなかったからです。でもぼくは、宮城にきて「東日本大震災」に会いました。でもぼくはギャクにちょっとでも笑顔をとどけようという気特になって全日前の１か月をすごしました。そして、ついに全日がやってきて、よかったことは、前の１か月で活動量がふえていたので、自分のポジションではっきできたのでよかったです。わるかったことは１対１です。ぼくはディフェンスの１対１が弱いので勝ちたいです。過去はかえられないけど未来はかえられるので、がんばりたいと思います。
背番号１２　北島　瑛　６年生

ぼくのチームの目標は、ベスト４と優勝でそれを目指して練習してきました。チームで決めた声がけなどを言って努力してきました。結果はベスト８でした。あと１回勝てば、目標の１つが達成できたのに負けてしまいました。ぼくの出場時間は少なかったので、マリノスカップなどで結果を残して試合に出れるようにしたいです。今年は、負けてしまったので来年がんばってほしいです。食事の方では、１日目は、ちょっとおそくてでも次の日から食べるスピードあがって食べれたのでよかったです。これからもっと食べれるようにしたいです。今回は、結果を残せなかったので食事をとっていいプレーをできるようにしたいです。全日は、終わったけどもっとがんばっていきたいです。

背番号１３　小齋　崚太　５年生

ぼくの全国大会は、あまりいい結果が出せませんでした。その理由は、ぼくの中では２つあると思います。１つ目の理由は、ご飯が食べれなかったことだと思います。来年は今よりも、もっともっとご飯を食べれるようになっていたいです。過去はかえられないけど、未来はかえられると信じています。２つ目の理由は、気持ちだと思います。気持ちが強ければ、あんなプレーはふつうはしないと思います。来年は、気持ちのこもったﾌﾟﾚｰをしようと思います。プレーのめんではシュートチャンスがあったのにもかかわらず、シュートをうたなかったので、来年はシュートチャンスがあったらいっぱいシュートを打って、大量得点をねらいたいです。来年は、今年の結果をうわまわれるようにがんばりたいです。
背番号１４　及川　宙汰朗　６年生

ぼくが、全日本少年サッカー大会で、感じたことは、去年より、少し自分のプレーが、できたことです。１年間で、プレーのやり方を変えたりして、やってみた成果だと思います。しかし、まだ、全国のレベルには、達していないので、もっと、たくさん練習し、得意な事をのばして、苦手なことをこくふくして、もっと、自分のプレーのレベルを上げたいと思います。そして、出場時間を増やしたいと思います。オフザピッチのところでは、食事、すいみんなど、体調管理は、しっかりでき、万全の状態で、試合にのぞむことができました。しかし、チームの物の管理が、できなかったので、自分の事だけでなく、チームの事も考えて行動したいです。今回、経験したことをこれからの人生にいかしていきたいと思います。
背番号１５　三浦　龍優　６年生

ぼくは、全国大会の前は、とてもドキドキしました。全日の感じたことは宿泊でよかった事は、ごはんが食べれてこと、時間を守れたことです。わるかったことは、ホテルでうるさかったことと、ホテルの物をちょっとざつに使ってしまったので、そこわ気をつけたいです。試合で感じたことでよかったことは、声を出して教えられたことと走れたことです。わるかったことは、ざつのプレーをしてしまったことと、うらに走りらなれたあせってしまったのでそこは失点につながるので気をつけたいです。今年のプレーは、ダメダメだったので来気はいいプレーをしてかつやくしたいです。
背番号１６　志村　滉　６年生

ぼくが所ぞくしているベガルタ仙台ジュニアは全日本少年サッカー大会宮城県で優勝して宮城県代表として５年連続５回目の全国大会出場を決めました。今年のチームの目標はベスト４&優勝でした。初戦の相手は額SSSでぼくは、キーパーをまかされました。ピッチに立ってみるとすごく緊張しました。でも試合は３－０で勝ちましたがその後もしっかり勝ち進んでついに、ベスト８まできましたが、相手は去年準優勝チームのディアブロッサです。試合は１－４で負けてしまいましたが、みんな最後まで戦った結果だったと思うので悔いは、ないと思います。ぼくは、まだ５年生なので、来年は今の６年生の分も、がんばって優勝したいと思っています。

読んでいる皆様方に、選手の気持ちが伝わるよう、特に添削等は行いませんでした。誤字脱字もたくさんあり不適切な表現も多少ございますが、お許し下さい。
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